
提出いただいたご意見等と、それに対する町の考え方を取りまとめましたので、次のとおり公表いたします。

１ 実施概要

（１）実施期間

令和７年１２月１９日（金）から令和８年１月２５日（日）１７時まで

（２）提出方法、提出人数及び意見の数

提出人数（人） 意見件数（件）

1 1

0 0

0 0

0 0

3 7

4 8

広陵町自治基本条例の一部改正及び広陵町自治基本条例逐条解説書の改訂に対するパブリックコメント実施結果について

提出方法

合計

ファックス

意見箱

郵送

電子メール

Web



２ 提出された意見と回答

ページ
ご意見を受けての

変更

31

ご意見

町民同士が交流を行い、相互理解を深めなが
ら地域コミュニティを形成していくことや、
ワーキングママをはじめとした多様な立場の
方々の交流を促進する取組みについては、私
自身も大いに賛同しております。

一方で、こうした取組みにおいては、参画者
が必ずしも善意のみで行動するとは限らない
点についても、あらかじめ想定しておくこと
が重要だと感じています。

金銭トラブルや対人トラブルなど、万が一に
も身の安全に影響を及ぼす事態は、未然に防
がれるべきです。特に、子どもや女性につい
ては、優先的に守られる仕組みが必要である
と考えます。

住民自治や地域協創といった考え方が広がる
今だからこそ、IoTやDXなどの技術を活用し、
人為的な事故やトラブルが発生しにくい「仕
組み」としての安全性を、あらかじめ組み込
んだ取組みが求められるのではないでしょう
か。

さらに、仮に想定外の事案が発生した場合に
おいても、速やかに回復できる体制や支援の
あり方（レジリエンス）まで含めて設計され
た地域協創のまちづくりが進められることを
期待し、意見としてお伝えさせていただきま
す。

ご意見に対する回答

広陵町では、住民自治を基盤としたまちづく
りを推進するため、区・自治会などの基礎的
コミュニティをはじめとした多様なコミュニ
ティの形成が促進され、それぞれが活き活き
と活動できるよう取組を進めています。

また、本町では、広陵町ＤＸ推進計画を定
め、デジタル技術の活用により安全・安心を
確保するなど、住民生活の質の向上を図ると
ともに、持続的に成長するまちづくりをめざ
しているところです。

ご意見をいただきました通り、町としてもコ
ミュニティ活動の安全・安心の確保は重要で
あると考えております。

いただいたご意見を参考に、誰もが安心して
まちづくりに参加・参画できるよう、デジタ
ル技術の活用を含め、想定外の事案にも対応
できる体制の構築を検討してまいります。

なし

該当箇所

逐条解説



ページ
ご意見を受けての

変更
ご意見 ご意見に対する回答該当箇所

36 なし

41

44

49

54

56

－ なし

逐条解説

逐条解説

逐条解説

その他

地域ねこについて
町の助成金等でねこの去勢手術等の検討をお
願いしたい。
ねことの共存ができる町にしてほしい。

地域ねこ問題については、いただいたご意見
を参考にさせていただきます。

文化芸術推進基本計画へのショートカットQR
があってもいいのではないでしょうか。

条例第２５条に規定する総合計画をはじめと
する各計画や条例のＱＲコードにつきまして
は、更新時期の違いや、担当部署がそれぞれ
異なるため、広陵町自治基本条例推進会議で
協議している部分にとどめております。

広陵町議会基本条例のQRコードがあってもい
いのではないでしょうか。

下図を少し左に寄せ、第５次総合計画のQRを
入れてはいかがでしょうか。

広陵町行政手続条例のQRを入れてはいかがで
しょうか。

広陵町地域防災活動推進条例や広陵町地域防
災計画のQRを入れてはいかがでしょうか。

まちづくり協議会の活動について。「地域の
自治会活動の弱体化を考慮して、小学校区単
位で広域に協力していく」と理解しました。
けれど実際は、数少ない自治会活動者への負
担が、さらに重くなっているように感じま
す。（自治会活動に加えて、まち協への参加
も促される）
まち協という新たな組織が、町民の負担に
なっていないでしょうか。

区・自治会が単独で担うことが難しくなって
きた活動や実施が難しいと考えられていた活
動、また、区・自治会が単独で行うよりも人
員や費用が効率的で合理的となると思われる
活動について、広域で連携し地域の総合力を
引き出して取り組んでいくというのが「まち
づくり協議会」という考え方です。

例えば、大規模災害時の広域避難所運営や防
災資機材の共同整備などは、単独の自治会で
は負担が大きくなりがちな取り組みです。

参画・協働の理念のもと、複数の区・自治会
などが連携して、広域的な視点で役割を分担
して活動することにより、地域全体の力を高
めつつ地域の負担を減らすことができると考
えています。

なし

逐条解説

逐条解説

逐条解説


